


現行の輸送成熟培地および新たな成熟培地を用いて

作出した凍結可能胚をレシピエント牛へ移植を行っ

た。受胎性を確認中 

２．実験動物の飼養及び保管状況 

(1)施設等の維持管理 種雄牛飼養に適切な広さ空間が確保され、逸走しな

い構造・強度のある施設。給水・給餌など必要な設

備および消毒等の衛生設備を有し、床等の清掃、ス

トレスのかからない適切な温度、湿度、明るさ等を

保つ維持管理ができている。 

雌牛飼養に適切な広さ空間が確保され、逸走しない

構造・強度のある施設。給水・給餌など必要な設備

および消毒等の衛生設備を有し、床等の清掃、スト

レスのかからない適切な温度、湿度、明るさ等を保

つ維持管理ができている。 

(2)実験動物の飼養管理 飼養管理手順に応じた管理ができていた。 

(3)教育訓練の実施 動物実験実施者に対して教育訓練を実施した。 

３．その他 

備考   

1) １-(2)は、当該年度に動物実験等に供用した全動物種とその実験件数及び頭羽数。  

2) １-(5)は、当該年度に実施した主な動物実験等の実験方法等を簡潔に記載。  

3) ２-(1)～(3)は、当該年度に実施した動物実験等の項目と問題点の有無、内容を記載。   

  



  
 

実施日 被教育・訓練者 教育・訓練担当者 教育・訓練内容

R5.8.31 太田　起一 水谷　啓司 局所麻酔処置、陰嚢からの止血法

R5.8.31 加藤　凪 水谷　啓司 局所麻酔処置、陰嚢からの止血法

R5.10.18 太田　起一 水谷　啓司 局所麻酔処置、陰嚢からの止血法

R5.4.12 石塚　直樹 壱岐　直史 局所麻酔処置、OPU手技
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